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論 文 内 容 の 要 旨 
 育児の実践に関して、フィリピンではしばしばしつけと体罰が同じ意味で用いられている。多くの親は、子どもの
行為を正すために懲罰的な措置が必要であると信じている。 
目的（Objectives） 
 本研究の主要な目的は、体罰に対するフィリピン児童の態度、また自宅や学校における彼らの実際の体罰経験を把
握し、性別、家族の人数、過去の体罰経験と体罰に対する態度との関連を検討することである。 
方法（Method） 
 2005 年 12 月と 2006 年１月にフィリピンのイロイロ市にて Cross-section 調査を実施した。無作為に抽出された
270 名の小学校６年生を対象とし、社会経済的特徴と体罰に対する態度について半構造化された質問紙を用いて測定
した。記述統計および、カイ二乗検定と重回帰分析による検定を行った。 
結果（Results） 
 多くのフィリピン児童（87.4％）は、体罰に対して否定的な態度を示した。２変量分析の結果、性別（p＜0.05）、
実際の体罰経験（p＜0.001）、家族の人数（p＜0.001）のすべてが、児童の体罰に対する態度と関連していた。一方、
多変量解析の結果では、実際の体罰経験（p＜0.001）と家族の人数（p＜0.01）が態度との関連を示した。体罰に関
する尺度を、その深刻さに基づいて３つの下位尺度に分け、それぞれを検討したところ、２変量分析と多変量分析で
異なる結果が得られた。例えば、軽度または深刻な体罰に関する下位尺度では、２変量分析において性別（p＜0.05）、
実際の体罰経験（p＜0.001）、家族の人数（p＜0.05）のすべてが態度との間に有意な関連を示した。一方、多変量
解析の結果では、実際の体罰経験（p＜0.001）と家族の人数（p＜0.01）が態度との関連を示した。しかしながら、
非常に深刻な体罰に関しては、２変量分析（p＜0.01）、多変量分析（p＜0.001）ともに実際の体罰経験と有意な関
連を示すという結果を得た。さらに、調査対象となった児童は、手や腕をたたいたり、圧迫するといった体罰は、逸
脱行動をした児童に対して適切な行為であると考えていることが明らかになった。事実、手や腕をたたくという罰は
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73.3％の児童から、また圧迫するという罰は 60.4％の児童から支持されている。最も反対される罰は、タバコの吸い
がらで子どもに火傷をおわすこと（94.8％）、子供を投げ飛ばしたり殴り倒したりすること（94.8％）であった。ナ
イフで脅す（94.5％）という罰も、最も反対される罰に近い率であった。調査対象者はこのような体罰を経験したこ
とはなかったが、これらが自分の身に起こることを恐れていた。彼らは、あざや傷にならない限り、体罰は承認され
ると考え、一定の価値を見出していた。また、調査対象者の半分以上（61.1％）は家で体罰を受けたことがあるもの
の、学校における体罰は非常に少なかった（7.8％）。家で受ける体罰で一般的なものは、つねられること（75.8％）、
叩かれること（50.3％）であった。体罰がなされる理由としては、行儀の悪さ（35.3％）や反抗する（35.6％）とい
うのが一般的であった。 
結論（Conclusion） 
 調査対象となった児童は、一般的に体罰に対しては強く否定的な態度を示したが、腕を叩かれたり、つねられたり
といった軽度の体罰については、それを承認する傾向にあった。これは、子育て戦略として体罰を容認するフィリピ
ン文化の志向による影響なのかもしれない。先行研究において、体罰を容認するという態度は世代を越えて体罰が継
続することにつながると指摘されている点からも、フィリピン児童の体罰に対する態度について更なる検討が必要で
あることが示唆された。今後は、児童が自分たちの人権に対する自覚を促すようなプログラムが入った学校カリキュ
ラムが期待される。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、体罰に対するフィリピン児童の態度、および自宅や学校における体罰経験を把握し、性別、家族の人数、
過去の体罰経験など種々の要因との関連性を検討することを目的とした。 
 フィリピン・イロイロ市の小学校６年生 270 名を無作為抽出し、半構造化質問紙調査法を実施し、重回帰分析とカ
イ二乗検定を行った。体罰の深刻さに基づき３つの下位尺度に分類し、性別、家族の人数、過去の体罰経験と児童の
態度について検討した。調査対象となった児童は、一般的に関しては強く否定的な態度を示したが、腕を叩かれたり、
つねられたりという軽度の体罰は容認する傾向が見られた。また、多変量分析においては、体罰経験の有無および家
族の人数が児童の態度に大きく関連していることが示唆された。 
 フィリピン児童の体罰に関する研究はほとんど前例がなく、本研究の独自性は国際的にも高く評価され、国際協力
論の発展に寄与するものであり、博士号授与に値すると評価しうる。 
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